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西丹沢水没地区（三保一世附〉の蘇苔類相について

レヒ’Fニ l士l 智！ 哉

A Note on the Bryophyte Communities in the Area to be 

merged in Dam in West Tanzawa, Kanagawa Prefecture 

Toshiya OrzuRu 

Summary 

In the pres巴ntpaper the author investigated the bryophyte communities, with 

special attention to their community structure, at Yozuku to Miho, western part 

of Kanagawa Prefecture. This area is surrounded by several mountains of about 

800 llOOm. alt. and there are several small rivers in this area. Th巴 forestvege 

tation is of the temperate broad leaved forest and main component was Quercus 

glauca and the plantation of Cryρtomeriαjaponicαwas also common. 

The bryophyte communities on rocks, on soil, and on miscanthus thatched roof 

were analyzed respectively. The structure of each community was shown in 

Tables 2 4. The characteristic species on rock at roadside were Didymodon canst-

rictus, Hyophila propagu!ifera, and Bηu m argenteum; on the miscanthus 

thatched roof the characteristic species were Dicranodontium denudαtum and 

Hyρnum p u mαeforme, on moist soil with the characteristic species was Thuid:"um 

kanedae, on sandy soil at riv巴rbed Rhacomitr:"um canescens, on rather dry soil 

composed of Anomo)ryum fi!iforme and Brachymen:・um ex』：te.

1. はじめに

現在，神奈川県の西端，酒匂川の上流で三保ダムの建設工事が進められている。 この地

域には水没する三保 ・此附の二部落が位置している。 そこでこの二部落の自然及び民俗資

料を後世に残すべく神奈川県教育委員会から委託をうけた酒匂）I／文化財委員会が， 1970年

7月から1974年3月までの約4ヶ年にわたり多角的視野にたって， 地質，動物，値物，民

俗の総合調査を実施した。 その結果は1974年3月に酒匂川文化財総合調査報告書として出

版された。しかしこの報告書には蘇苔類に関する記述がないため，著者は総合調査とは別

に，1974年1月から1975年11月まで，蘇苔類相の調査を試みた。 その結果蘇苔類群落の現

状の一端を知ることができたのでここに報告する。

本文に入るに先立ち，研究全般にわたり御助言，街l教示いただいた国立科学博物館植物研
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Fig. 2. 調査地域の概略図.x：調査地点

Maps showing the investigated area. X・・・・・・Sample plots 

究部井上浩博士， 同定困難な蘇類の種について御助力下さった調布市の斉藤亀三博士並び

に植生に関して街］教示をいただいた当館大場達之主任研究員の方々に厚く御礼申し上げま

す。

2. 調査地の概要

足柄上郡山北町三保及び世附地区は， 標高200～400mの低山地で， 東経139°3'' 北緯

35°24’に位置している。調査地は酒匂川の河口から約30向上流のところで， 丹沢山塊から

流出する玄倉 ・中川・｜主附の3本の川が合流する河川域にあたる（Fig.1, 2）。また調査地

は浸蝕が進み地形的に複雑で， 地質学的には丹沢の石英閃緑岩体の南側に位置しているた

めに， GreenTu力c（緑色凝灰岩〉が各種の変成岩に移り変わる地域で， 主として Green

Tuffと変成岩から成っている。

調査地域の気温を横浜地方測候所の統計資料（Tab！巴 1）によって横浜と比較すると， 1,

2月には中川大仏が2.0。Cと2.9° Cで， 横浜が5.0。Cと5.4°c，その平均差が約3.0。
Cある。また中川大仏の全年降水量は2095mm, 県内では箱根地区（大涌谷3232問〉に次い

で多く，降雪量は2月の多い時に25～30cmを記録している。

調査地域は常緑広葉樹林帯（ヤブツバキクラス域〉に属する（Fig.3）。

また調査地域は古くから人為的な影響をうけており， 自然植生は河辺沿いや，やせ尾根

にわずかに残存しているにすぎない。 この地域に自然植生または半自然植生として認めら

れるアラカシ ウラジロガシ群落は， 渓谷沿いの急斜面や露出した岩盤上の土壌が薄く乾

燥しやすい環境条件に生育している。 谷や沢沿いはヤマハンノキ，ヤシャブシからなるタ

マアジサイーフサザクラ群集が帯状に発達しており， また斜面の下部から尾根にかけて，

スギ，ヒノキの造林地に成っている（Fig.4〕。
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40 生出 ：商丹沢水没地区の対一苔類相

Fig. 3. 三保の全景 A view of Miho. 8 October 1975. 

3.調査 方 法

調査地点は世附）II・玄倉）11・中川川！の流域に24地点を選び， 方形区を82区設置した（Fig.

2）・a道路沿い 1）乾性の岩上， 2）向陽土上， b垂直な岩面〔湿岩）， c.河床（砂質土

上），d.沢沿い 1）湿岩上， 2）腐植土上と生育立地別に組成表に記録した。各方形区に出

現した蘇苔類については，各種ごとに， Braun-Blanquet法により被度を測定した。

群落調査の方形わくの大きさは， 主にO.lm2 (33×33cm）とし， 場所により0.25m2(50×50 

cm）とした。

球団 (1975）は市街地のギンゴケーツメクサ群落を調査し， 方形わくは主にO.lm2を使

用し， O.lm2のわく面積は普通の雑草群落の場合には小さすぎるが， 環境の違いに敏感な

蘇苔類のわ く面積としては， 過大と記述している。

Table 1. 神奈川県の温度と降水量

The temperature and pr巴cipitationat Kanagawa Pref. (1961-1970) 

県内月$<1平均気漏（骨商・長惜の平均） 1961 1970 （単位。 横浜帥方気割台網

場~ 1 月 2 月 3 月4 月5 月 6 月 7 月 8 月日月 1 0月 11月 1 2月全 年
Nakaga＜皿

DA!BUTSU 2.0 2.9 う，9 12,l 16.4 19.6 23.与 24,8 20.8 14,7 10,0 4,9 1 3. 1 

MATSUDA 斗，9 5,3 8.2 1斗，2 ヨ広 21.5 25.8 27.2 23.3 17.斗 12.7 7,9 1 5. 6 

YOKOHAMA 5,0 5，斗 8.2 13.9 18.3 21.6 25.』 27.2 23.2 17.2 12.6 7,7 , 5. 3 

×印は欠測を示す

県内平均陣ホ，（月別）.1961 1970 （単位mm) 描浜地方気象台調

2 月 3 月4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 1 0月11 月I12月｜全 年
7斗 73 13』 177 233 3斗9 229 299 192 149 121 I 6 5 I 2 0 9 5 

79 65 116 工斗9 198 303 172 200 157 162 104 I 70 I , 1 6 s 
58 63 101 128 182 277 116 130 136 170 96 158 l1s1s 
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Fig. 4. 世附のスギ造林地

Cryρtomeria jaρonica plantation at Y ozuku. 8 October 1975. 

上記の調査以外に， ダム工事により水没する世附神社近くの2家屋のカヤブキ屋根ヒに

着生する蘇苔類群落を調査した。 屋根上にはO.lm2 (33×33cm）の方形わくを32設置した

(Fig. 5）。 方形わく数はN面と S面， E面とW面がそれぞれ同数になる ように留意して調

査した。屋根の長さは東西方向に1Qm, 南北に 7mの長方形のために，南北面の方形わく

数が束西面のわく数より多くと ってある。 また， 調査区に出現した蘇苔類は全て標本とし

て保存してある。地衣類および高等植物は今回の調査から除外した。 樹幹，樹校に着生す

る蘇苔類群落についての調査は現在進行中であるので次回に報告する予定である。

4. 調査結果

今回の調査資料は組成表の比較によ って次のような群落に区分された。

a 道路沿い

1) i~Z:性の岩上 ， Didymodon constrictus Hyoρhi/aρroραgulifera群落

務合から浅瀬へは一 日数本ノくスが運行していたが，ダム工事の進！！日こ伴~ ¥, 現在パス

は運行を中止している。 しかし落合から三保を経て中川温泉へ通じる道路は，一般車鯛，

工事用車胴などで交通量が多い。 道路沿いに露出する岩石は丹沢の変成岩地帯に分布す

る緑色片岩類である。 この岩上は一般に乾燥が著しく Hyophi1aρァopagulifera,*

Didymodon constri ~ tus を主とし ， Bra ~hythecium brotheri, Entodbn chalf-

engeriなどのほふく型の群落である。 しかし局部的にやや湿った岩上では大形苔類の

!W苔類の和名は Table2～4の組成表に記載したが，学名と和名は主として保育社版の日本務苔

類図鑑に準拠した。
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42 生出：西丹沢水没地区の蘇苔類相
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Fig. 5. 屋根上の方形わくと覇軍苔類の植被状況

Diagrammatic sketch of miscanthus thatched roof. showing the place of investigated 

quadrate frameworks （口）and distribution of bryophytes ( t的

Cono::eρha!um conicum, Cono::eρha!um suρradecomρositumが大きな 7 ツ 卜

(50×5Qc的を作り， Plagiomniumtri::homanes, Fissidens spp., Heteros ~yρhu s 

bes ;herelleiと共存している。

落合から西へ世附川に沿って約2kmのところに世附がある。

落合及び方の口の西斜面の乾燥している緑色片岩上では， ！！if類の Hyoρhilαρroρa-

gulifera, Didymodon constrictusを主とする群蒋が優占している。岩の割れ目には

Campyloρus jaρonicusが塊状に着生している。J/:.yoρhilaPropagulifera, Didy-

modon constrictusは群落の延長が50mにおよふりてき！なものを形成している。苔類の出

現は皆無で，イワヒパ （Selaginellatamariscina）とシバヤナギ（Sali「xjσρonica) 

がわずかにみられる程度である（Fig.6）。

道路沿いの岩石上に着生している蘇苔類の多 くは， 乾燥に適応した形態をしている。

例えば， 落合から方の口に至る緑色片岩に着生するHyoρhilαρroρagulifera,Didy-

modon constrictusは， 雨後は葉を広げ緑も鮮かに生きかえるようになるが，やがて

葉を密着して重なるか，内曲して縮れる。このよう な生育形態をも った着生種は， 乾燥

に耐え，また自動車の排気ガスから 自己を防御していると考えられる。

延原 （1975）は Hyoρhilaρroρagulifera, Bryum argenteumが降雨後の水分

保持量が極めて高いことを観察し， 記述している。 この性質が道路沿いの乾燥した環境

に生じ得る要因のーっとなっていると考えられる。

時田（1973〕は， Hyoρhilaρroρaguliferaが Bryumargenteu m より もS02

に対して耐性が強L、と記している。

落合から世附へ向う道路沿いの緑色片岩は， 落合発電所や方の口付近では局部的にコ

ンクリ ー トで覆われている。コンク リート壁面の群落は， 蘇矧の Bryumargenteum, 
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Fig. 6. 落合一方の口聞の乾燥した岩体

The road-side dry rock along way between Ochiai and Hounokuchi. 14 November 

1975. 

Didymodon constrictusの数種にかぎられている。Bryum argenteumは路傍の

勺まこりっぽL、ミコンクリートの壁面によく生育することが知られている。 ほこりを吸

着，蓄積しながら生長して，厚さが3cm以上になる大きな蘇座を形成する。 コン クリー

ト壁面は級密で滑らかなために，Didymodon constrictusと Bryum argenteum 

以外が蘇座を形成することは不可能のようにみえる（Table2）。苔類は壁面が常に乾燥

している状態のコンクリ ー卜上では， 着生がみられない。

著者の調査では道路沿いの乾性岩上と コンクリート上の蘇苔群落の種類組成には大き

な差が認められず，コンクリート上では， Bryumargenteumの多い傾向が認められ

たのみである。 この点については更に調査する必要があると思われる。

2）向陽土上 ・Anomobryum filiforme-Brachymenium exile群落

ダム建設により荒廃している三神障道のローム層上では蘇類の Weissia controve-

rsa, Barbula unguiculata, Funaria hygrometricaの多い傾向が見られる。また

これらの群落と共に Atrichum undulatum, Phaeoceros laevis subsp. carolini-

anus, Conoceρhalum supradecomρositumなどのプロック状群落も見られる。

b 湿った垂直な岩面 白Bryoxiphiumnorvegicum subsp. japonicum群落

岩面が垂直で湿っている所では蘇類の Bryo xiρhi um norvegicum subsp. j aρoni-

cumが優占種で， Plagiomniumcusρidatumや苔類の Heteroscyρhusbeschere!lei, 

Lejeuneαjaρonicaを伴って出現する傾向が見られる。 Plagiomniumcusρid a tum 

や Plagiomniummaximovicziiの長いストロン状の校による繁殖が見られる。それ故

に上記2種は他種よりはやく岩面を覆い優位にたつ傾向が見られる（Fig.7）。
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Fig. 7. 湿った歪直岩面；ニ着生するエビゴケ ・ジャゴケ

Bryophyte community on wet vertical rock, with Bryoxiphium norvegi・cumsubsp. 

jaρonicum, Conoce戸halu1丹 SUρradecomρositum,and some small ferns. 
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Fissidens 

床

1）砂質土上；Rhacomitriumcanescens群：溶

河床の乾燥した砂質土上では Rhacomitriumcanescens, Hyρnumρlumaeforme 

の蘇類群落の形成が著しく見られるが，他の蘇苔類はほとんど見られなL、。

河床に近似した環境と思われる三保中学校校庭の低木の植え込みの下にある砂質土壊

では， Rhacomitrium canescensや， Hyρnumρlumaeforme, Trematodon 

longicollisが混在して大きな群落を作っている。 苔類はわずかに Marchantiaspp. 

が生育している。

2）河岸岩上，

W:附の河岸の湿岩上では， Thamnobryumsandeiと Philonotissp, 

grandifrons （ホソホウオウ ゴケ〉の群落がみられた。

河c 

沢沿 い；

1）湿 岩上；ThαF

沢は適度に混A気が保たれるので、， 蘇苔類 ・革本植物 ・シダ類の植被が多L、。湿岩上で

は1方形わく内の蘇苔類の出現種類が多い傾向である。蘇頒のThα？

や Philonotisspp.がみられる。
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Fig. 8. 北面屋根上に設置した方形わく

North side of miscanthus thatched roof with quadrate frame-

work. 8 October 1975. 
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流水近くの水しぶきがかかる岩上では，好多湿性蘇類の Dichodontiumρelluci-

dum, Cratoneuron filicinumが群生しているのがみられる。湿岩上の苔類 は，

Heteroscyphus bescherellei, Lejeuneαjαρonicaが多く着生してしも。

2〕腐植土上；Thuidiumkanedae-Taxiρhyllum aomoriense群：搭

調査個所における腐植土上の群落は，いずれも広い面積を1種で占めている場合が多

く，このよう な地点の 調査を行なう場合には， O. lm2 (33×33c的 の方形わくでは面積

が狭く ，種類組成の違いが明らかにならないために， 方形わくは最大の0.25m2(50×50 

cm）を使用した。Thamnobryumsandeiやほふく型の Taxiρhyllumαomoriense,

Thuidium kanedaeなどの大形蘇煩が多い。直立型で大形の Rhodobryumgigan-

teumや Hyρopterygiumfaurieiが散生している。 この種は大きな群落を形成する

ことがなく ，数個体ずつ生育している（Table3）。

以上述べた蘇苔類j汗務の群落分類上の取り扱L、は， 今後他地域の資料と比較考察して決

定したいと考えている。

e カヤブキ屋根上；

近年カヤ等の草屋根の家屋は著しく減少しつつあるが， 県内では三保および世間地域は

草屋根が比較的多い所として知られていた。

カヤブキ屋根上の群瑞：については， 宮脇（1956）の横浜市保土ヶ谷の報告例がある。保

土ヶ谷では屋根の北面が最も種類数が多く ，他の面は著しく構成が少なし、。保土ヶ谷の各

面に共通して生じるのは， Bryum aアgenteum, Ceratodon Jうurρureus と地衣類の

Cladonia conistea （ヒメ ジョ ウゴゴケ），Cladoniαρityreα（ヒメレンゲゴケ〉と記し

ている。

調査を実施した屋根は， 大部分が約42度傾斜しており， 屋根の最上部では勾配は急にな

Fig. 9. 南商のカヤプキ屋恨

South side of miscanthus thatched roof. 8 October 1975. 
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48 生出 ：mi丹沢水没地区の蘇苔類相

つでいた（Fig.5）。N面は世附神社境内に隣接し，境内のスギ林の影響下におかれ，カヤ

が常・に湿っている（Fig.8）。S面の前は庭で終日日照を受けカヤは乾燥して上へそ りかえ

っている。蘇苔類と維管束植物の着生量は，N>E>w>sの順になる。 蘇苔類の種組成
と量は， Dicranodontium denudαtum>Hyρnum ρlumaeforme > Leucobryum 
nei!gherrense>Polytrichum communeの傾向がみられる（Table4）。

i停類の Dicranodontiumdenudaturnは， E,W, S, Nいずれの屋根上にも着生

し， N面において Polytrichumcommuneを混在している。Hyρnumplumαeforme 

は， N面，W面の屋根上にみられる。Leucotryumneilgherrenseは， N面，W商で塊

状群落を作り，特lこW面の屋根の下部で30×30C躍の大きな群落を形成してL、る。

N面屋根の蘇苔類の植被率は70%,維管束植物が30%を占めており ，S面では蘇苔類が

5%, 維管束植物が0.5%となっている。 N商の相対比 Cb/a）は 2.3, s iiiでは10を
示す。 以上のことからN面では 蘇苔類が維管束植物よりも 2.3倍多 く着生しており， こ

の屋根の環境条件に蘇苔類が適応していると考えられる。 またS面では蘇苔類の植被は維

管束植物のそれを大巾に上まわっている。 S面はN面に比べて維管束植物，蘇苔類の着生

量がともに少ない（Fig9）。S面はN面に比べて維管東植物，蘇苔類の生育環境としては，

不適当な立地だといえる。維管束植物の生育状況が悪いにもかかわらず，蘇苔類は維管束

植物よりも多く生じていることから，蘇類のDicranodontiumdenudatumは乾燥に対

して耐性が強いと思われるが，このことから Dicranodontiumdenudatumは Bryum

argenteum類似の生育型を示すことでもうかがえる。

W面とE面の雇根上の植被率は， 維管束植物では5%の差であるが，蘇苔類ではE面の

植被率がW面の2倍にな る。 E面に多く着生している Leucobryum nei!gherrense, 

Po!ytrichum communeがW面ではみられない。E面はW面と比べ，1日の日照時聞が

短かく， 午後からは日陰になるので屋根は常に湿っている。 W面は午後から 日射を受け，

カヤが水分を内部に留めておく間もなく蒸発するので， 屋根上は乾燥状態になる。Leuco-

bryum neilgherrenseと Po.'ytrichum communeが乾燥しやすい W面に見られない

のは，両種の水分要求度がかなり高いためと思われる。

｜主附のカヤブキ屋恨のN面， E面には， LeucobryumneilgherrenseとPolytrichum

communeが着生しているが， 両種は本来地上や， 木の根元に生育する蘇類であることか

ら， 今回の調査において最も興味ある現象と考えられる。 屋根上のW面，E面は日陰でし

かも多湿のためにカヤの腐植化が著しし、。 この両面に着生している Leucobryumnei伝－

herrense, Po!ytrichum communeが本来の生育地を離れて屋根上に生育していること

については， N面の裏山から本種の葉の断片などが， 風によって多湿なN面， E面上まで

運ばれ，付着したものと考えられる。 N面，E面は栄養体が発芽し成体になりうる水分が

充分存在するので，本種の群落が形成されたと思われる。 Leucobryum neilgherrense 

はよく 胞子を着けるので屋根上でも発芽し うる と考えられるが確証はなL、。Dicranodon-

tium denudatum l心、ずれの面にも生育しているが， このこ とはこの積が乾燥に対して

耐性をもち，どの屋根の面においても適応している種と考えられる。

S面，W面は乾燥が著しいが， とくにS面は維管束植物や蘇苔類はほとんど見られず，

わずかに Cladoniαspp.が群務を形成しているに過ぎなし、。 しかし最も乾燥する所は全

く無植生である。

カヤ屋根の材質について保土ヶ谷では，ススキ， アズマネザサが使われているが， 世附
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では大部分がススキと思われる。保土ヶ谷と世附の屋根上で共通な種は， Hyρnum plu-

maefoァmeの一種にすぎなし、。従って屋根上の群落は，地域によってかなりの変異があ

るものと考えられる。今後県内各地のカヤブキ屋根上の群：1%について調査を進めたい。

5.おわりに

酒匂川上流， 三保ダム湖によ って水没する地域の蘇苔類群洛について調査を実施し， 世

附の道路周辺，沢沿い， 河床，カヤブキ屋根上などの蘇苔類群落を記録した。 この地域の

蘇苔類植生には，特記すべきものは見出されなかったが， ただ本来樹幹下部や湿岩上に着

生する Leucobryum neilgherrenseや地上生の Po!ytrichumcommuneが屋根上で

群生していたのが注目すべきことであろう。 今後ダム完成後の三保及び世附の蘇苔類全般

にわたり，種類組成の変遷を調査してしぺ予定である。
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PI. 1 生出 ：酉丹沢水没地区の蘇苔煩相

i場
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Explanation of Plate 1 

Fig. 1 Dicranodontium denudatu1河（Brid.〕E G. Britt. on miscanthus thatched roof. 

Fig. 2 Hyρnum Plu附aeformeWi!s. on miscanthus thatched roof. 
Fig. 3 Polytrichu1河（Hedw)on miscanthus thatched roof. 

Fig. 4 Dumortiera h・rsuta〔Sw.)Reinw目 etal. on mo凶 soil.

Fig. 5 Plagiomnium cus戸idat山内 Hedw.and Conoceρhalum suρradecomρositu1但
(Lindb.) Steph. on wet rock. 

Fig. 6 Didymodon constrictus (Mitt) Saito. on dry rock. 
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